
■商品名 

■セット内容 

商品コード 

調整なし戸車 

高さ調整付き戸車

上部戸車 

Ｐ１５０１、Ｐ１５０２、Ｗ１５０１ 

Ｐ１５０３、Ｐ１５０４、Ｗ１５０３、Ｐ１５５２～Ｐ１５６７ 

Ｐ１５５１ 

引き戸左下の穴ふさぎキャップをはずします。 

最初にカッターの刃等で、引き戸とキャップの間にす

き間をつくり、できたすき間にマイナスドライバーを

各方向から差し込んでキャップを浮き上がらせては

ずします。 

1
【片引き戸のはずし方】 

鴨居のビスキャップ

とビスをはずし、凸部

を取りはずします。 

1

お問い合せ先 セキスイハイムサプライ㈱ ０１２０-６７２-８１６ フリーダイヤル 

受付時間 AM10:00～PM5:00（水曜･日曜･祝祭日休み） 

調整なし戸車 高さ調整付き戸車 上部戸車 

※車輪形状は、溝の形状によっ

て下のような形状があります。

※1999～2001年に建

築した引き違い戸専用

です。山型 V型 V型 平型 Y型
※車輪の色が黒に変更されております。 

＊バール、プラス・マイナスドライバーをご用意ください。 

[①ツーユーホーム、ポケット片引き戸のはずし方] 

[②引き戸を下げてのはずし方] 

鴨居の凸部と同じ側

の戸すりのビスキャ

ップとビスをはずし、

戸すりを取りはずし

ます。 

2

引き戸を取りはずします。 3

●まず、引き戸の両サイドを持ち上

げて、レールから戸がはずれるか

どうか確認してください。 

引き戸
本体 

引き戸
本体 

戸すり 

戸すり 

鴨居 

2

※穴ふさぎキャップを破損しないよう、
ドライバーをいろいろな方向から差し
込んで、ゆっくりはずしてください。

引き戸を両手で持ち上げてはずします(左図参照)。 3

●はずれない場合は下欄①、もしく

は右欄②の手順ではずします。 

片引き戸 戸車 

穴ふさぎキャップをはずしたら、その穴の中の調整ネ

ジを、プラスドライバーを回るところまで右（凸レー

ル）、または左（凹レール）に回します。 

調整ネジを回すことで、戸車が持ち上がってはずしや

すくなります。 

※こちら側にキャ
ップがある場合
もあります。 

※こちら側に調整ネジがあ
る場合もあります。 
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【戸車の交換】 
＊調整ネジつきの戸車、ついてない戸車とも、

はずし方・取りつけ方の基本は同じです。 

交換作業をするときは、立てかけると

ころにタオルなどをはさんで、床や壁

に傷がつかないように保護します。 

1

（２）釘止めの場合は、バール(くぎ抜き)を使って戸車

をはずします。くぎで打ちつけてある戸車は、最初に

バールの柄の先 

端をくぎの頭の 

部分に差し込ん 

で、くぎ抜きの 

入るすき間をつ 

くり、くぎを抜 

きます。 

2 （１）ネジ止めの場合は、まずキャップをはずし、つ

ぎにドライバーを使って戸車をはずします。 

※ない場合もあります 

[調整なし] 

[調整あり１]

[調整あり２]※タイプによってネジ位置が
異なります。 

※キャップは
最後に取り
付けるため
捨てないで
ください。 

キャップ 

キャップ 

3 新しい戸車をセットして取りつけます。左右ふたつの

戸車のラインがまっすぐであることがポイントです。 

※旧タイプの戸車の中には、調整ネジの位置が違うものが
あります。その場合は右欄を参照してください。 

※くぎで固定する場合、くぎ穴がゆるくなってしっか

り止まらないときは、くぎ穴に楊枝を刺して穴を補

修してから、くぎを打ちます(長めのくぎに替えるの

も効果的です)。 

※このラインがま
っすぐになるよ
うに固定します。

※ふたつの戸車が、八の字形にならないように注意し
ましょう。 

4 はずすときと同じ要領で、片引き戸を取りつけます。

取りつけたら、すべり具合を調整してください。 

引っかかるときは、調整ネジをプラスドライバーで右

(凸レール)または左（凹レール）に回します。 

レールからはずれるようなときは、調整ネジをプラス

ドライバーで左(凸レール)または右(凹レール)に回しま

す。 

【調整ネジの位置が違う旧タイプ戸車の取りつけ方】

調整ネジの位置が違う場合は、新しい戸車の調整ネジ

の位置に合わせ、引き戸に穴をあける必要があります。

引き戸の片側に新旧ふたつの穴をつくらないよう、穴

のあいていない側に新しい穴をあけることをおすすめ

しますが、外観も考慮して決めてください。 

1

<新しくあける穴の位置の決め方> 

①調整ネジを外側に向けた戸車

を、新しく穴をあける側に、戸

車を入れる溝幅に合わせて重ね

ます。 

定
規
を
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せ
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②戸車が動かない

ように手で押さえ

ながら、戸の下端

とサイドからの調

整ネジまでの長さ

を定規ではかりま

す。 

※2名でおこなうと 

 正確にはかれます。

③戸から戸車をはずし、②ではかっ

た長さに合わせて、新しくあける穴

の位置に印をつけます。 

印をつけた位置にキリで穴をあけてから、ナイフやカ

ッターで穴の周囲を削り、直径 10 ㎜程度の穴にしま

す。 

2

※穴をあけるときは戸を傷つけないよう、憤重に少し
ずつ作業を進めてください。 
 また、手などにけがをしないようご注意ください。

新しい戸車をセットして取りつけます。左右ふたつの

戸車のラインがまっすぐであることがポイントです。 

3

新しい穴に、穴ふさぎキャップを取りつけます。 4

＊上部戸車は調整ネジつきの戸車とほとんど

同じはずし方・取りつけ方です。 


